
1(onuma kaoru) 

【Zigzag-memo No61】 「待機と進行」（進行と待機） 

 

下図記事に思うこと。 

 

投稿者の「すること」に対応する言葉として「鉄は熱い中に打て」「善は急げ」「思い立ったが吉日」が

浮かんだ。 

他方で「待つ」に対応する言葉として「急がば回れ」「慌てる乞食は貰いが少ない」「急
せ

いては事を仕損

じる」が浮かんだ。 

どちらの生き方が適切とか、得をするとかのことではない。 世の中の万物・万象の自然原理は「陰中

陽有り・陽中陰有り」で、際限なく陰陽巡り合うことからは投稿者の人生は「する」ことと、「待つ」こ

とから出来ているという捉え方は至極当然のこと、当り前のことである。 

瞬時瞬間の「待機（判断）⇒進行⇒待機（判断）」を無限に積み重ねて今日の私があるということであ

る。 

(end） 


